
 

 

 

 

 
 

  
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
３年生の進路学習の一貫として、世羅高等学校生活福祉科２年生６名の生徒を講師としてお招きし、「マナ

ー講座」を行いました。一昨年度から公立高等学校の選抜試験の内容に加わった「自己表現」での入退室の仕
方や座り方、あいさつ・礼の作法など、ロールモデル（模範）となる世羅高校の先輩方の姿や直接のアドバイ
スを通して、多くのことを体験的に学ぶ、貴重な時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

回 覧 

 

令和６年１１月  １日  

学校だより（第８号）  

 

はばたき 

 

「Win-Winの関係」とは、それぞれ
が欲しい結果を得るために、互いに信
頼し合い、協力し合える関係だと思い
ます。こうした関係を築くためには、
自分の意見ばかりを伝えるのではな
く、相手の意見もしっかりと聞くこと
や、自分の行動や言葉に責任を持ち、 

小さなことでも大切にする姿勢が必要だと思います。小さ
なことの積み重ねによって人に信頼されていくからです。 
 「Win-Win」の関係を築くためには普段の生活が大切で
す。例えば、あいさつは、人間関係を築く第一歩だと思い
ます。普段、挨拶もしない人と仲良くなれませんし、仲良
くできない相手と信頼関係は作れません。また、テスト勉
強での教え合いも「Win-Win」の関係です。お互いが得意
な教科を教え合うことで、一人で勉強するよりも結果に繋
がることもあります。 
私たち２年生は、もっと「Win-Winを考える」ことが必要
です。これから学校を引っ張っていく立場になっていきま
すが、まだ人任せにして、「誰かやってくれるだろう」「自
分は関係ない」と考えて、主体的に動けない時があります。
これでは、一部の人だけに負担が掛かってしまい、「Win-
Win」の関係ではありません。いきなり、大きく変わるこ
とはできないかもしれませんが、日々できる小さなこと、
例えば、提出物や身なり、整理整頓、挨拶などをしっかり
とやって、その上で周囲への働きかけをしていきたいと思
います。小さな Win-Win が大きな Win-Win に繋がるの
で、自分にできることからやっていこうと思いました。 

 

私が吹奏楽部に入部してから、約２年半

が経ちました。今年もコンクールやヒッピ

ーさんとのライブなど、たくさんの経験を

しました。 

これまでの練習や、発表の場を通して私

が学んだことは、今回のテーマである 

「ＷＩＮ―ＷＩＮを考える」ことです。 

初めて後輩ができた２年生始めのころは、自分の思うよ

うに後輩と関われずに悩んできました。ですが、吹奏楽は

一致団結することで成り立つもの、１人も欠けてはならな

い、という思いから後輩と共に練習する時間が増えていき

ました。 

後輩と共に練習していて、１人で練習していた時よりも

周りの音が理解できるようになったり、パート同士でより

安定した音を出せるようになったりしました。後輩の技術

も上がり、自分自身の成長にも繋がった状態は、まさに 

ＷＩＮ―ＷＩＮの関係だといえると思います。 

今年の夏休みは、後輩と練習する時間をより増やして、

高い賞を目指して取り組みました。結果は銅賞でしたが、

コンクールを通して後輩との仲をより深めることができ、

賞よりも良いものを得られたと思います。 

次は文化発表会です。今回で、私達３年生は最後の演奏

となります。最後を飾るにふさわしい発表を行うためにも、

残りの２か月の練習は、後輩と共に全力で演奏していきま

す。 

 

2年 上川 真央 3年 福永 楓 

世羅郡中学校駅伝競走大会 １０月１２日（土） 

世羅西中学校から、世羅郡中学校駅伝競走大会に男女１チームずつ、オープンの部で 4チームが参加

しました。選手達は、支えてくださる全ての方々への感謝の気持ちを、精一杯の走りで体現していまし

た。結果は、女子はアンカーにつなぐ粘りの走りをみせ、優勝。そして男子も最後まであきらめない走

りで 3位になりました。女子は中国中学校駅伝大会の切符を手にしました。 

１年生が中心となり、ふれあいグラウンドゴルフ大会を開催する予定でしたが、雨天のため、来校していただいた地域の

皆様と一緒に、リズムを取ったり、コミュニケーションを取りながらゲームをしたりするなどの「ふれあい活動」を行いま

した。 

女子の部 

優勝！ 

一斉に 

スタート！ 

礼の仕方，部屋への入り方， 

ドアの開け方などを教わりました 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

日 曜 １１月の行事予定 日 曜 １２月の行事予定 

1 金 輝くせらの学校文化発表会 1 日 服部杯マラソン大会 

2 土   2 月 スクールカウンセラー来校日  

3 日 〈文化の日〉 3 火   

4 月 〈振替休日〉 4 水 
県道徳公開研修（兼） 
せらにし教研大会 

5 火   5 木   

6 水   6 金 PTA本部役員会 

7 木  7 土   

8 金   8 日 世羅駅伝競走大会 

9 土 *文化発表会 9 月 スクールカウンセラー来校日  

10 日   10 火 学校諸費口座振替  

11 月 〈振替休業日 11/9〉 11 水 
朝会 
学校安全の日 
生徒会役員選挙⑥ 

12 火 
学校安全の日  
スクールカウンセラー来校日 

12 木   

13 水 家族の日 13 金   

14 木   14 土   

15 金   15 日   

16 土   16 月   

17 日 中国中学校駅伝 17 火   

18 月 〈振替休業日 10/27〉 18 水 家族の日 

19 火 
3年進路懇談① 
スクールカウンセラー来校日 

19 木 期末懇談会 

20 水 3年進路懇談② 給食費口座振替日 20 金 期末懇談会 給食費口座振替日 

21 木   21 土   

22 金   22 日   

23 土 〈勤労感謝の日〉 23 月 
非行防止教室 
終業式  

24 日   24 火 冬季休業～1/6 

25 月 期末テスト 25 水   

26 火 期末テスト 26 木  

27 水 期末テスト 27 金 仕事納め 

28 木   28 土   

29 金   29 日   

30 土   30 月 〈年末休日〉  

      31 火 〈年末休日〉  

 
 

来る 11月９ 日（土）、世羅西中学校 第 42回文化発表会を「せらにしタウンセンター」で開催し
ます。 
初の試みとなる学校外での開催に向け、現在、生徒と教職員が一丸となって練習や準備に日々取

り組んでいます。 
今年の文化発表会のテーマは、「百華斉放（ひゃっかせいほう）」です。テーマに込められた思い

は、「生徒全員で試行錯誤をすることで、良いものを作り上げ花開く」という意味です。 
毎年、生徒会のリーダーが中心となり、目指すべき姿をテーマに込めて全校生徒に共有し、全員

が同じ方向に向かって取組・活動が進められています。 
 
せらにしタウンセンターに会場を移して開催する文化発表会では、新たなことにチャレンジし、取

り組むからこそ出てくる課題や苦労がいくつもあります。 
開催２ 週間前から会場の「せらにしタウンセンター」での練習や通しリハーサルなどの実施、会

場の大きさに合わせた発表方法の変更、楽器や道具など、文化発表会で使用する全ての物品の移
動など、これまでになかった課題を一つ一つ丁寧に解決しながら、無事故で作り上げなければなり
ません。 
テーマに込めた思いの中にある『試行錯誤』することが、まさに重要なポイントであり、大成功に

終えるための「カギ」となると思います。 
 
また、生徒や学校だけの力では、この取組を進めることは大変困難です。保護者（家庭）や地域

の皆様からのご理解とご協力がなくては、このチャレンジを行うことすらできません。 
しかし、世羅西地域には、この新たなチャレンジを前向きに捉えて支援・協力していただける『地

域力』があります。 
具体的には、世羅西地域の４ つの自治セン 

ターが、参観希望の地域の皆様の集約や調整 
を行っていただいたり、楽器や道具などの移 
動のために保護者の有志の方々が、軽トラック 
の提供や運搬の手助け、運搬に必要な毛布な 
どを各家庭からご提供いただくなど、力強い 
『地域力』によって支えていただいています。 
まさに学校・家庭・地域が三位一体となって 
取り組む第 42回文化発表会になっています。 
 

昨年度から文化発表会の目的に加えた 

「学校と地域の行事を一体化することで、 

学校においては、『地域貢献』を踏まえた 

「地域とともにある学校づくり」を、地域 

においては『地域の活性化』を踏まえた 

「学校を核とした地域づくり」を推進する。」 

ことが、とても大きく前進していると実感し 

ています。 

今日を含めて９ 日後に迫った第 42回文化 

発表会において、世羅西中学校の『生徒力』 

と『学校力』、PTAを中心とした『保護者力』、 

そして、地域の皆様の『地域力』により、 

「百華斉放（ひゃっかせいほう）」の文化発 

表会になることを確信し、楽しみでなりません。 

 

校長コラム「未来」⑪ 


